私たちは、NPO法人　岡山マインド「こころ」です！
　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　■倉敷市真備町箭田１６７９－２　　　℡＆fax：０８６－６９７－０２０６　
　　　　　　　　　　　　　　　           URL：http://mindkokoro.web.fc2.com/    E-mail：mindkokoro@mbr.nifty.com
私たちは倉敷地域で暮らす、心の「病」を抱えた当事者・家族の方々が安心して生活できる、支援体制とやさしい地域づくりを目的に、平成14年3月に設立したNPO法人です。正会員が3３名、賛助会員1７名の小さな集まりですが、病院のひも付きでなく、約２０名の精神障害当事者が自分たちの会　　社として法人運営の企画・決定に参画し、活動の中心を担っています。

障害者として「隠すもの」「与えられるだけ」の存在から、「仲間と共に」「ボチボチでも尊厳を持って」、自分のできることを持ちより、自分たちの暮らしを作りながらゆっくりと活動しています。地域の中で安心して暮らせる拠点作りと仲間づくり、そして暮らしの場づくり、就労の場作りも行っています。
「病」を隠さず、さまざまな講演活動も活発に行っており、全国で高い評価をいただいています。

　「無いものは自分たちでつくる！」　「土着を目指す！」　　やさしい真備から新たな風を！　
自分たちで商いを！[image: image1.jpg]2
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　現在行っている事業は、「Beerまび（ビアホール）の運営」や「くらしき三斎市への出店」、「地ビールのイベント販売」など、自ら商いを行う事業や、昨年の４月から、自分たちで運営する作業所を立ち上げ、さまざまな講演活動や精神科病院との交流会を行い、長期入院されておられる方々の退院のお手伝いや、地元の「箭田まちづくり推進協議会」の方々が作られる、町内の高齢者の方々へのお弁当の宅配ボランティアなどの活動も行っています。
「テーブルまび」で語る！[image: image3.jpg]
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　毎月第二日曜日にオフィシャルな地域自立支援協議会・真備版として「テーブルまび」を運営しています。当事者が主体の地域自立支援協議会はめずらしく、「弱さ」や「情けなさ」を隠さずに語り合っています。また隔月で町内の高齢者福祉関係の事業所の方々ともテーブルを囲み、町ごと、子どもからお年寄りまで、困った時に助け合える地域づくりを目指しています。
　毎回の議事録が倉敷地域自立支援協議会の公式ホームページにアップされています。

■アドレスは　http://www.kurashiki-j.com　です。
地域の方々と！　　　[image: image5.jpg]
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　「啓発・交流」事業として、「地ビールと音楽の夕べ」と「ボチボチまつり」も今年で８年目を迎えます。一昨年の「地ビールと音楽の夕べ」は、ギター奏者の吉川忠英さんと田中彬博さんのライヴを地元の「箭田まちづくり推進協議会」のみなさんとつくり上げました。「ボチボチまつり」は、地元の中学校の生徒さんたちや倉敷市内の当事者会のみなさんと一緒につくり上げ、昨年は川崎医療福祉大学で「沢知恵コンサート」を開催し、新たな出会いを広げています。
「地ビール」作ってます！　[image: image7.jpg]
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　平成23年度から私たちは一歩大きく踏み出しました。大きな借財をし、町内三か所のアパート等で１４部屋のグループホームの運営と「地ビール醸造販売事業」の開始です。地ビールは「真備竹林麦酒醸造所」と銘打ち、岡山市にある吉備土手下麦酒さんの全面バックアップをいただき、無ろ過・非加熱の酵母が生きた本物の生ビールを醸造。瓶の販売・宅配も行っております。醸造所併設呑み場「Beerまび」も、毎週（金）（土）の16時～21時開店中で、地域のみなさんに可愛がっていただいております。
これらを足がかりにみんな一緒の「まちづくり」、偏見の除去、当事者の就労の場の確保と生きがいの創出、お互いに「ありがとう」を言い合える地域づくりを目指します。
「マインド基金」にご協力下さい！　[image: image9.jpg]



私たちがこれまで蒔いてきた小さな種が、人と人をつなぎ、支援の輪を広げ、やっとここまでたどり着きました。これからも私たちは新たな事業に踏み出します。そこでマインドの新事業を支援するために、第三者管理の「マインド基金」を設立しました。創業時の赤字が見込まれる中、基金への支援をお願いしたいのです。

出資者による基金運用委員会が基金の管理・運用を行います。　詳細はお問い合わせ下さい。

■「マインド基金」事務局　　　０９０－４６５３－１１５０
